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論文

マルクスの言語観と人間観による CLILの批判的再考察
欲求－対象－社会的関係で生きる「現実の人間」のための言語教育

包 蕊＊

（京都大学大学院 人間・環境学研究科）

概要

本稿は，学習者の存在を支える言語教育を実現するために，内容言語統合型学習（CLIL

＝ Content and Language Integrated Learning）に注目した。これまでの CLIL研究で

見られる内容と言語の分離の問題を取り上げ，マルクスの人間観と言語観を導入する

ことにより，その問題の克服を試みた。マルクスの視点を基に，「現実の人間」として

の学習者の存在を前提に，CLILの理論を批判的に再考察した。その結果，CLILの「内

容」を学習者の欲求の対象として位置づけ，「言語」に学習者の個性的・創造的な「自

分らしいことば」を培う視点を取り入れることができた。この「内容」と「言語」の新

たな概念化により，本稿は，人間存在を支える言語教育としての CLILの在り方を理論

的に示す。

キーワード：人間存在を支える言語教育，内容と言語を統合する教育，自分らしいことば
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1．問題意識

言語教育では，学習者が人間としてよく生きるた

めの教育の重要性が認識されつつある。このような

学習者の人間存在を支える言語教育を実現するため

に，「言語だけ教える」ことから脱却する必要がある

（細川，2022）。

言語のみに焦点を当てない教育方法として，内容

言語統合型学習（CLIL）が近年脚光を浴びている。

CLILとは，内容と言語を両方教えて学ぶ二重焦点の

教育的アプローチである（Coyle et al., 2010）。二重

焦点とは，内容と言語のいずれか一方だけに焦点を

当てるのではなく，両方に同時に注目し，統合する

ことである。しかし，これまでの CLIL研究を概観

すると，内容を取り入れても，言語と内容を分離し

て捉える傾向が依然として根深い（Coyle & Meyer, 

2021）。人間存在のための教育を実現するために，言

語と内容の分離をどのように乗り越えるかという問

いは，CLIL研究の課題であり，言語教育の課題でも

ある。

本稿は，この言語と内容の分離の問題を考えるに

あたり，哲学者としてのマルクスの思想に注目し

た。マルクスは，「現実の人間」を前提にし，歴史

的な視点から人間存在と言語について考察してい＊
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る。このマルクスの人間観と言語観は，人間存在の

ための教育を検討する1つの観点になると本稿は考

える。このマルクスの観点を通して，本稿は CLIL

を批判的に考察することにより，人間存在を支える

言語教育としての CLILの在り方を示す。

2．CLIL

2．1．CLILとは

内容言語統合型学習 CLILは，一般的に，内容と

言語を両方教えて学ぶ二重焦点の教育的アプローチ

として定義される（Coyle et al., 2010）。CLILは1990

年代半ばに提唱されて以来，ヨーロッパを中心に，

日本を含めて世界中にその研究と実践が広がってい

る。

CLILでは，最も広く受け入れられた理論的枠組

みとして「4C」が提唱されている。4Cとは，「内

容（Content）」，「言語（Communication）」，「思考

（Cognition）」，「文化（Cultural）」の4つの概念の頭

文字であり，CLILの授業デザインにおいて組み込ま

れる4つの学びの側面として理解できる。一般的に

は，「内容」は授業に導入される教科科目やテーマ・

トピックとして，「言語」は言語知識，言語スキル，

言語使用という言語学習の3つの側面として，「思

考」は低次思考力から高次思考力へと導く認知発達

として，「文化」は授業を通して教室内外における複

文化を認めた相互文化理解として捉えられる。

2．2．CLIL研究

CLIL研究の流れは，Coyle & Meyer（2021）によ

ると，大きく3つの段階として整理できる。それぞ

れは ①内容と言語の分離段階，②内容と言語の統合

段階，③インクルーシブ学習と質的学習に注目する

段階である。早期の研究段階である段階①は，ヨー

ロッパを中心に展開した。この段階において，内容

と言語は分離して捉えられ，CLILの教育計画は教科

と言語のどちらかにシフトするべきで，言語教師と

教科教師のどちらかが CLILの授業を主導すべきか

等について議論されていた（Coyle & Meyer，2021）。

だが次第に CLILがヨーロッパから世界中に広

がるにつれ，異なる教育文脈において内容と言語

を統合する重要性が意識されてきた（Nikula et al., 

2016）。段階②において，CLILの内容と言語が連続

体として見られ，その割合により様々なバリエー

ションが概念化された（Lin, 2016）。日本の文脈に最

適とされる Soft CLIL（言語学習を主目的，内容学習

を副目的とする CLIL：Ikeda, 2013）もその一つであ

り，内容と言語のバランスに注目している（渡部ほ

か，2011）。しかし，DeBoer（2022）が批判するよう

に，内容と言語のバランスへの注目は，異なる教育

現場において内容と言語をどれほど志向するかを示

すが，個々の教室における動的なコンテクストにお

いて，依然として内容と言語の分離から脱却できて

いない。このように，CLIL研究の段階①から段階

②は，内容と言語の統合の重要性を認識するように

なったが，その二元論を超えていないと言わざるを

得ない。

この内容と言語の分離の問題に向けて，CLILの

4Cの考案者 Coyleらの研究を代表とする段階③の

研究は，CLILの深層的な統合に目を向けた。Coyle 

& Meyer（2021）は，今後の CLILは，内容と言語へ

の注目から離れ，より広い教育全体の目的に視野を

広げ，学習者の人間存在に寄り添い，生涯にわたる

質的な学びを目指すべきだと指摘している。その方

法として，Coyleらはリテラシーに注目し，異なる科

目において複数の言語・文化間で知識交流し，リテ

ラシーを獲得する「複リテラシー（pluriliteracies）」

を提唱した。

このように内容と言語への注目から，学習者の存

在を支える教育として CLILを位置付けることは，



156

マルクスの言語観と人間観による CLILの批判的再考察 　包蕊

本稿の問題意識と重なる。だが，本稿は Coyleらと

異なる視点から，学習者の存在とは何かを問い直す

ことにより，内容と言語の分離の問題にアプローチ

する。その切口は，現実の人間存在を歴史的に捉え

るマルクスの人間観と言語観である。以下の第3章

では，マルクスの人間観と言語観を導入する。その

マルクスの視点から，第4章では，CLILの理論を批

判的に考察し，学習者の存在を支える教育としての

CLILを検討する。また，本稿で批判的に考察し展望

する今後の CLILは，狭義の「内容言語統合型学習

（Content and Language Integrated Learning）」と呼

ばれる CLILのみならず，言語と内容を統合する言

語教育全般に示唆することが主旨である。

3．マルクスの人間観と言語観

19世紀に生きる哲学者マルクスが現代において

最も知られている理由は，資本主義批判であろう。

だが，マルクスが資本主義批判に至る原点は，人間

存在への強い関心であった。初期の著作『経済学・

哲学草稿』（以下，『経哲草稿』）において，26歳の若

きマルクスは，早くも人間存在と労働の疎外を論じ

た。そして，晩年の60代に著した『資本論』におい

ても，自由な人間社会の在り方として人間存在の発

展を展望している。

言語研究において，マルクスの言語観を取り上げ

た先人に，ロシアの哲学者ミハイル・バフチンがい

る。バフチンは，当時の言語研究の潮流を批判し，

マルクスの言語観で現れる言語の歴史的，社会的，

活動的な側面を取り上げた。バフチンによると，言

語は，社会的な言語的相互作用であり，話し手たち

の絶え間なき言語的活動の過程において生き歴史的

に生成してゆく（バフチン，1929/1989）。こうしてバ

フチンは，言語と人間の現実の結びつきを示した。

本章では，この言語と人間の現実を結びつける原

点に戻り，マルクスの言語観，及び，その根底に流

れるマルクスの人間存在の捉え方を概観する。この

マルクスの人間観と言語観は，エンゲルスとの共著

で，20代後半に書かれた『ドイツ・イデオロギー』

において考察されている。

3．1．「現実の人間」存在の4つの契機

『ドイツ・イデオロギー』において，マルクスは，「現

実の人間（wirklichen Individuen: real individuals）1」

を前提にして，歴史的な視点から，人間存在を考察

している。マルクスの捉える現実の人間は，自身の

生活を生産する活動により，自らの人間としての存

在を創り上げる。

現実の人間は，身体をもつがゆえに，生命維持の

活動をまず行わなければならない。原始人でも現代

人でも，生きるためには衣食住の欲求をもつ。この

生命維持の欲求が容易に満たされたら，その欲求

と，欲求を満たすための活動や道具から，また新し

い欲求が生まれる。同時に人間は，誰しも生物学的

な親から生を受け，（血縁上の）家庭的な関係をも

つ。それにより人口が増加する。この欲求，新しい

欲求，家庭的関係の3つの側面は，歴史の最初から現

在まで，同時に存在する。そしてこの3つの側面に

より展開する人間の活動は，また社会的関係として

現れる（図1）。欲求，新しい欲求，家庭的関係，社

会的関係という4つの契機で展開する人間自身の生

活を生産する活動により，人間は，自らの人間とし

ての存在を創り上げた。

3．2．現実の人間の言語

言語も，この4つの契機に基づく人間の欲求から

生まれたとマルクスは説く。彼は，『ドイツ・イデ

1　本稿におけるマルクスの用語の英訳は，Marx（1932/ 

2000a，1932/200b）によるものである。
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オロギー』において，言語について以下のように述

べている（マルクス，エンゲルス，n.d./1996，pp. 37-

38）2。

われわれはすでに本源的な歴史的諸関係の

四つの契機を考察したあとで，いまようや

く，われわれは，人間が「意識（Bewußtsein: 

conciousness）」をももつことを見出す。（中

略）3言語は，実践的な意識，他の人間たちに

とっても存在する，したがって私自身にとっ

ても初めて存在する現実的な意識であり，そ

して，言語は，意識と同様に，欲求（Bedürfnis: 

need）から，他の人間たちと交往（Verkehr: 

intercourse，交通）4の必要（Notdurft: neces-

sity）から初めて生まれる。

このように，マルクスは，「意識」という概念を通

して，言語を「実践的な意識」，「現実的な意識」と

して定義している。少し遠回りになるかもしれない

が，ここでは，一旦，「意識」という概念について補

2　引用は，服部文男による日本語訳を基に，筆者がド

イツ語原文と中国語訳を参照に一部修正を加えたもの

である

3　中略は筆者による。

4　 「交往（Verkehr）」は，日本では「交通」と訳されるこ

とも多い。本稿では，「交わって往来する」という意味

で，中国語訳を参照した筆者の造語を使用する。

足してから，マルクスが捉える言語を説明する。

「意識」という概念は，近代哲学において，しば

しば観念的，抽象的なものとされる。しかしマル

クスが捉える意識は，現実の人間の存在に根ざし

ている。『ドイツ・イデオロギー』において，マル

クスは以下のように意識を定義している。「意識

（Bewußtsein: consciousness）とは，ほかならぬ，意

識された存在（bewußte Sein: conscious existence）

であり，そして，人間たちの存在は，人間たちの

現実的な生活過程である」（マルクス，エンゲルス，

n.d./1996，p. 27を参照しての筆者訳）。マルクスは，

それまでのドイツ観念論の哲学者のように，意識を

人間の感性的な身体から離れた観念的な所産として

捉えるのではなく，人間が日々行い，再生する生の

活動そのものへの自覚として，意識を考えている。

このように，マルクスは，ドイツ語の「意識」を

意味する言葉「Bewußtsein」を分解し，「意識され

た（bewußte）」「存在（Sein）」で「意識」を定義して

いる。そしてその「存在」は，人間たち自身の生活

過程であり，3．1節で見てきた4つの契機により展

開された現実の人間の生活そのものということであ

る。つまり，人間の意識は，人間たち自身の生活の

意識化であり自覚である。この「意識」の定義から

言語を考えると，言語とは，現実の人間が音（マル

クスの言葉では「振動の空気層」）や文字を通しての

図1．現実の人間存在の4つの契機：『ドイツ・イデオロギー』によると，現実の人間が人間として存在するた
めに，4つの契機―欲求，新しい欲求，（血縁的な）家庭的関係，社会的関係―において生きる。この4つの
契機が同時に存在するが，欲求，新しい欲求，家庭的関係で展開する活動は，常に社会的関係として現れる。
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自身の存在の現実的・実践的な自覚であるというこ

とである。

そして，言語も意識も，人間たちの歴史的，社会的

な生活において，他の人間たちと「交往（Verkehr）」

する欲求と必要から生まれるとマルクスが捉えてい

る。ここでの「交往（Verkehr）」は，マルクスの用

語では個人同士の交流，モノの交換，国家間，民族

間の交際など，広い意味をもつ言葉である。交往は

つまり，欲求をもつ人間が，他の人間と交わって往

来することで社会的関係を構築することである。交

往は，社会的関係において生きる人間が自身の生

活を生産する前提である（マルクス，エンゲルス，

n.d./1996）。現実の人間存在は，人間自身の生活の

生産そのものであることから考えるなら，交往はま

た人間の社会的存在の前提でもあると言えよう。

3．3．対象的な人間存在の発展

ここまで見てきたように，現実の人間は，他の人

間との交往の関係において，自身の生活を生産し，

人間としての存在を創り上げる。生活の生産も，交

往の関係も，人間が欲求をもって対象と関わり，対

象との関係を自覚的に構築する「対象的な活動」で

ある。マルクスは『経哲草稿』において，人間が生

活を生産するために行う「対象的な活動」について

考察している。この「対象的な活動」の考察により，

人間存在の発展を示唆している。

「対象的な活動」とは，人間が自身の感覚，思考な

どを含めた人間的な力―『経哲草稿』の用語では

「本質諸力（Wesenskräfte: essential powers）」―を

もって対象に主体的に働きかけ，対象において自己

を確認する活動である（マルクス，1968/2005）。例え

ば，ある日本語を学ぶ学習者が，「恋」という漢字に

美しさを感じるとする。漢字に美しさを感じられる

のは，漢字自体が美という性質を備えつけているた

めではない。なぜなら，すべての人間がその漢字に

美を感じるわけでもないからである。この学習者は

「恋」という漢字に美意識を呼び覚まされるが，美へ

の感覚をもたない目や心にとってであれば，その漢

字はいかなる美しさももたず，美的対象ともならな

い。美への感覚という人間的な力で漢字に働きかけ

てから初めて，漢字が美しくなるのである。その美

しさは，漢字自体の性質ではなく，学習者がもつ人

間的な力の自己確認である。学習者は，感性という

人間的な力で，漢字との対象的な関係を美の関係と

して自覚したのである。

そして，この美の関係は，また社会的な関係であ

る。なぜなら，美を感じる人間の感性自体が社会的

なものであり，人間たちの歴史的な生活過程により

生まれ，発展してきたからである。美を感じる人間

の目や心自体が人間の歴史的社会的生活により形づ

けられ，社会的な存在である。非社会的な目や心―

野生の動物や，狼に育てられた子を想像してみよう

―にとって，漢字に美を感じることはおろか，そ

れを漢字として認識することすらないであろう。

さらにこの学習者が，漢字に美を感じるだけでは

不満足で，その美を現実化する欲求が生じたとす

る。「恋」の美しさをさらに表すために，上の「亦」

を手のつなぐ2人の小さな人に，下の「心」をハー

トの形にして上の「亦」の2人を包んで支えるよう

に絵画的に表現し始める。これは創造的な活動であ

る。この学習者は，「恋」という漢字との関係を自身

の人間的な力で構築し，対象を改造し，それに新た

な存在形式を賦与している。この対象は，学習者か

ら隔絶した客観的な対象ではなく，学習者の人間的

な力が反映された学習者の個性的・創造的な対象と

なる。同時に，学習者の人間的な力は，対象におい

て肯定され，実現され，発展される。ここから対象

は，学習者の存在の一部になり，学習者の存在が対

象により更新される。

この例のように，人間は，欲求の対象との関係を

自身の感性などの人間的な力で自覚し，対象におい
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て自己確認する。対象との自覚的な関係を現実化す

ることにより，対象の存在と人間自身の存在が新た

な存在として発展し更新される。そして，対象との

自覚的な関係を現実化することに導くのは，新しい

欲求である。つまり，人間存在の発展は，新しい欲

求に導かれる対象的な活動を通しての人間的な力の

発展である。マルクスによると，この人間的な力の

発展が，人間にとっての真の自由である（マルクス，

1894/1972）。その発展は，対象的な活動においての

み実現できる。

ここで注意しなければならないのは，マルクスが

捉えるこの「人間的な力」は，いわゆる「能力」と

いうものではないことである。通常，「能力」とは，

個々の人間の現実的存在から独立して存在する観念

的な尺度である。しかし，「人間的な力」は，ある特

定の現実の人間が生活を生産するために行う活動の

様式であり，その人間の存在そのものである。「人間

的な力」は，それ自体が目的であり，自由である。

3．4．マルクスの人間観と言語観のまとめ

以下では，図2を用いて，これまで見てきたマル

クスの人間観と言語観についてまとめる。現実の人

間は，生活を生産する欲求から対象（モノ・人間）

に交わり，対象との関係を自身の人間的な力で構築

し，その人間的な力を確認・実現する。この人間的

な力は，人間たちの歴史的・社会的生活により構成

されてきたものであり，他者と交往する社会的関係

が前提である。3．3節で見たように，同じ対象に対

しても，社会的な目や心により構築される関係は，

非社会的なものとは異なる。そのため，この社会的

に構成された人間的な力をもって対象と関わる人間

活動において，人間がいかなる対象と関係を構築し

ても，その関係はどれも社会的関係である。言語も，

他の人間と交往し，社会的関係を構築する欲求と必

要から生まれる。言語は，音や文字を通して対象と

社会的関係を構築し，自己を確認する活動であり，

人間的な力の現れである。

そして，この対象との社会的関係を現実化する活

図2．欲求－対象－社会的関係で生きる現実の人間の活動：実線の矢印は，人間が人間的な力をもって欲求
の対象に交わることを示し，破線の矢印は，対象において人間が自身の人間的な力を確認することを示す。
この人間と対象との関係は常に社会的な関係であり，人間の活動により現実化できる。それにより，人間の
存在と対象の存在が同時に更新される。この現実化を含める対象との新しい社会的関係は，ピンク色の曲線
で表す新しい欲求により導かれる。
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動により，対象の存在と人間の存在が同時に更新さ

れる。この現実化の活動を含める対象との新しい社

会的関係の展開は，新しい欲求により導かれる。こ

のように，現実の人間が自身の生活を生産し，存在

を創り上げる様態を本稿では，「欲求－対象－社会

的関係」という用語で表現することにする。

ここより，欲求－対象－社会的関係，及び，人間

的な力の定義を改めて確認する。「欲求」とは，人間

が生活を生産するために，何かと関わろうとするこ

とである。欲求は，人間の歴史的な生活過程におい

て，関わる対象世界と共に変化し，発展する。

「対象（Gegenstand）」とは，人間の「向こう側

（gegen）」に「立つ（stand）」モノ，または他の人間

のことである。対象は，人間の「向こう側に立つ」

時のみ，つまり，欲求の対象として，人間との自覚

的な関係に入る時のみに現れる。そのため，欲求が

なければ，対象も存在しない。

「社会的関係」とは，一方では，人間が他の人間と

交往する共同活動の関係であり，他方では，モノと

関わる対象的な関係である。モノとの対象的な関係

も，社会的な人間にとって，常に他の人間との交往

の関係が前提になるため，モノとの対象的な関係も

社会的関係である。

「人間的な力」5とは，「現実の人間」が生活を生産

するために行う活動における，対象との関わり方で

ある。人間的な力は，現実の個人が対象と関わる際

5　前述のように，「人間的な力」は，マルクスが『経哲草

稿』における用語では，人間の「本質諸力（Wesenskräfte: 

essential powers）」である。マルクスが捉える人間の

「本質」とは，現実の人間の存在，つまり人間たちの生活

過程そのものである。ただし，「本質」という言葉は，不

必要な誤解を招く可能性が考えられるため，本稿では，

その人間の「本質」を「人間的」に言い換える。また，「人

間的な力（die menschliche Kraftentwicklung）」は，マル

クスの晩年の著作『資本論』の第3巻にも使用されてい

る。

に用いる思考，感覚等を含む。人間的な力も，対象

と関わる社会的関係において，歴史的に変化し発展

するため，対象的かつ社会的なものである。

3．5．マルクスで克服する言語と内容の分離

本稿の問題意識に戻り，内容と言語の分離の問題

を考えよう。これまで見てきたマルクスの人間観と

言語観は，欲求－対象－社会的関係で生きる現実の

人間の存在が前提である。このマルクスの人間観と

言語観から，CLILの内容と言語を改めて考えよう。

「現実の人間」存在として学習者を捉えると，学

びの内容は，学習者と無関係で存在する客体ではな

く，学習者の欲求の対象である。学習者は内容にお

いて自身の人間的な力を確認し実現する。言語は，

学習者の生活を生産する活動において対象と交往す

る欲求から生まれる。言語は，音や文字を通しての

学習者の人間的な力の現れである。このように，内

容と言語は，学習者の現実の人間としての存在にお

いて統合される。むしろそもそものところ分離でき

ないものである。そして，言語と内容を統合した学

びは，人間的な力の発展であり，学習者の人間とし

ての存在の発展である。

4． マルクスの人間観と言語観による
CLILの批判的再考察

2章において，CLILには，「内容」，「言語」，「思

考」，「文化」という4つの Cが概念化されているこ

とを示した上で，いままでのCLIL研究に見られる内

容と言語の分離の傾向を確認した。その分離の問題

を克服するために，3章では，マルクスの人間観と言

語観を提示し，欲求－対象－社会的関係で生きる学

習者の人間存在を前提にする必要性を考察した。こ

のマルクスから得た考察により，以下では，CLILの

4Cの「内容」と「言語」を批判的に再考察する。



161

『言語文化教育研究』22（2024）

4．1．欲求の対象としての「内容」

これまでの CLIL研究では，4Cの「内容」は，一般

的に授業で扱う教科科目，またはテーマ・トピック

に関する知識，理解，技能とされ（渡部ほか，2011；

笹島，2020；奥野，2018；和泉，2016），内容の真正

性―オーセンティック（authentic）であること―

が重要視されている。これまでのCLILは，真正性の

ある「内容」を新聞，雑誌，インターネットのサイ

ト等母語話者が使用する言語資料として捉える（和

泉，2016；渡部ほか，2011）。母語話者が使用するい

わゆる生教材を授業に導入することにより，CLILの

授業の内容は，従来の知識中心の言語教育から，よ

りリアルな世界に根ざした学習リソースにシフトし

た。

だが，このような生教材の「真正性」は，はたし

て学習者にとっての真正性と言えるだろうか。確か

に，生教材は，学習用に人工的に作られた教科書の

文章や会話と比べると，実際のコミュニケーション

で使われるより自然な言語が反映されるかもしれな

い。しかし，母語話者を基準に構成された「真正

性」の世界は，母語話者のコミュニティーが個々の

学習者の存在とは無関係に設定した世界である。学

習者は，そのコミュニティーに対しては外部の者で

あり，そのコミュニティーに存在しない。このよう

に学習者の存在と関わらない世界は，学習者にとっ

て疎遠なものでしかならず，現実的，本物らしい

という意味での真正性の世界とは言えないであろ

う。真正性は，学習者の経験世界と内容の関連性

の中でのみ現れることが，すでに指摘されている

（Widdowson, 1978）。

では，学習者にとっての現実的，本物らしい真正

性とは何であり，真正性のある内容とは何であろう

か。3章で見てきたマルクスの考え方からすれば，学

習者の現実は，学習者が自らの生活を生産する活動

である。その活動はつまり，欲求をもって対象と交

往し，社会的関係を構築することである。この欲求

－対象－社会的関係で生きる学習者の存在を考える

と，学習者にとっての本物らしい内容は，欲求の対

象でなければならないであろう。

今までの CLILは，まだ真正性のある内容を学習

者の欲求の対象として認識していない。もちろん，

学習者の「ニーズ」に合わせて内容を導入し，学習

者の「興味・関心」を引き寄せることは，今までの

CLILでも重要視されている。目標言語社会におい

て，母語話者により生産・消費される言語リソース

を使用するのも，その学習者の「興味・関心」を集め

る一つの工夫であると言われる（渡部ほか，2011）。

しかし，学習者の「ニーズ」に合わせて，「興味・関

心」を引き寄せる内容は，必ずしも学習者の欲求の

対象とは限らない。

「興味・関心」として捉えられる欲求は，学習者

がある時に表明した一時的またはあいまいな志向で

あり，他の欲求とのつながりは必ずしも明確ではな

い。しかし，学習者の人間的な欲求は，常に連続的

に変化しながらつながるものであった。3章では，

「恋」という漢字に欲求を示し，美を感じる学習者の

例を挙げた。その学習者は，漢字を美の感覚で理解

する欲求から，その美を絵画的に表現するという新

しい欲求が生まれ，創造的な活動を始めた。実際に，

どの学習者でも，学習を継続的に進める中で，一つ

の欲求から新しい欲求が生まれることで学びが深ま

る。学習者は，この欲求が展開するとともに広がる

対象との関係において，人間存在の発展を実現する

ことは3章で確認した。

学習者の「ニーズ」も，教育現場においては，アン

ケート等によるニーズ調査や，学習者の進路希望に

より把握することが多い。しかし，一斉のアンケー

ト調査で捉えるニーズは，その学習者にとって固定

的なものとして認識される可能性がある。「就職の

ために学ぶ学習者」，「趣味のために学ぶ学習者」と

いうようなニーズの捉え方は，学習者の流動的な欲
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求を一種の固定的な属性としてカテゴリー化する可

能性がある。このように固定的に捉えられたニーズ

は，学習者を閉じ込める可能性を孕むことも指摘さ

れている（牛窪，2010）。他方，進路希望により決め

られる学習者の「ニーズ」は，「企業での就職」や，

「試験の合格」など，社会的システムの制約から生ま

れた限定的なニーズである。現代社会に生きる学習

者にとっては，このような制約的なニーズは必然的

なものであるかもしれない。しかし，無批判的にこ

のようなニーズを指針にして「内容」を取り入れる

ことは，学習者の人間存在を支える教育が実現でき

るとは限らず，その存在を疎外する力に加担する危

険性さえある6。

このように，現実の人間としての学習者にとって

真正性のある内容は，学習者の欲求の対象であるべ

きだが，その欲求は学習者の一時的であいまいな

「興味・関心」や，固定的，制約的な「ニーズ」では

捉えきれない。学習者の人間的な欲求は，常に連続

的に展開し，新しい対象，対象との新しい関係を広

げる。それにより学びが深まり，人間的な力が発展

する。

CLILは，学習者の人間存在を支える教育を実現す

るために，連続的に展開する学習者の欲求の対象を

内容として取り入れるとともに，欲求の豊かさを育

むべきである。このような欲求で導かれた CLILを

通して，学習者の人間的な力を発展させることは，

言語教育における人間の自由へつながる道となるだ

ろう。そのためには，これまでの CLIL実践を再検

討して学習者の欲求を重視していた試みを再発見し

ながら，これからの CLIL実践を人間的な欲求の観

点から構想するべきだろう。

6　本論では，人間的な力の発展として生まれた欲求を重

視しているが，それを理想化して，社会的必然性から生

まれたニーズを一概に否定することは意図していない。

4．2．個性的・創造的な「自分らしいことば」を培う

「言語」

CLILの4Cの「言語」は，言語を3つの統合され

た側面（The Language Triptych）として捉える（渡

部ほか，2011；Coyle et al., 2010）。それぞれは「①

学習の言語（language of learning），「②学習のため

の言語（language for learning）」，「③学習を通して

の言語（language through learning）」である。日本

の CLIL研究では，この「3つの言語」は一般的に以

下のように捉えられている。「①学習の言語」とは，

教科やテーマ・トピックを理解するための構造的な

言語知識，「②学習のための言語」とは，CLILの授

業における学習活動で必要な言語スキルと学習スキ

ル（発表の仕方，レポートの書き方など），「③学習

を通しての言語」とは，①と②の有機的な組み合わ

せで，言語知識と学習スキルをリサイクルして使用

することにより習得が推進されると捉えられている

（渡部ほか，2011；奥野，2018）。

このような「3つの言語」の捉え方は，従来の言語

知識の獲得と言語四技能のトレーニングにのみ注目

する知識中心で試験重視の言語教育と比べると，意

味のあるコミュニケーションにおいて言語を身につ

けることを可能にした。また，意味にのみ焦点を当

てるコミュニカティブ・アプローチによる言語教育

と比べると，言語形式にも注目を払うことにより，

言語の形式と意味のバランスを重視している。

しかし，このような捉え方は，「3つの言語」の①

と②，つまり言語知識や技能と学習スキルの獲得と

使用をより重視している。一方，「③学習を通しての

言語」は，単なる①と②の組み合わせとリサイクル

として概念化され，その実体がまだ曖昧であると考

えられる。

これらの見方に対して，笹島（2020）は，「③学習

を通しての言語」が「3つの言語」において最も重

要であることを認めている。彼はこの「③学習を通
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しての言語」を学習過程において学習者自身により

発見する言語として定義し，これがもっとも定着し

やすい言語と指摘した。それまでの「3つの言語」の

捉え方は，教師側の視点から，授業において何を導

入し，どのような活動を設計するかにのみ焦点を当

てる。それに対して，笹島（2020）のこの捉え方は，

教師側のみならず，学習者の学びの過程にも視野を

広げ，それを CLILの「言語」に概念化することが

できた。

しかし，その教師の意図せぬ言語学習は，外在的，

固定的な言語の獲得として捉えられ，学習者が「何

度も使いおぼえる」（笹島，2020，p. 28）ものとして捉

えられている。ところで，3章で考察したように，現

実の人間の言語は，音や文字等による対象的な活動

であり，人間が言語的要素を用いて，欲求の対象と

の関係を自覚的に構築する活動である。3章で見た

「恋」という漢字に美しさを感じて，創造的な活動

で漢字を描き直す学習者の例を思い出してみよう。

現実の人間としての学習者は，言語共同体において

使用される既存の言語を外部から「獲得」するだけ

でなく，人間的な力を発揮して，既存の言語に新し

い存在形式を賦与することもある。実際に，言語変

化の視点から見ても，若者言葉など，個々の言語使

用者が既存の言語を組み合わせ /短縮したり，他言

語から借用したりすることで，言語に新しい形式を

賦与することや，新しい意味領域を生み出す現象が

よくある。外国語学習者の場合は，複数の言語，文

化の間で往還し，そこで育った感性の力も発揮でき

る。そのため，母語話者とは異なる個性的・創造的

な言語活動ができるであろう。しかし，現実の人間

としての学習者の言語がもつこういった個性的，創

造的な側面は，これまでの日本で捉える4Cの「言

語」においては，まだ十分に認識されていない。

日本での「3つの言語」の捉え方に対し，Coyle & 

Meyer（2021）は，「③学習を通しての言語」は「学

習者が自分自身の理解を表現するために使用する言

語であり，知識の構築と内化につれ，洗練されてい

く（Coyle & Meyer, 2021, p. 26）」ことを強調した。

言語を用いて知識を構築する過程において，学習者

の「自分らしいことば」を発展させる（Making the 

language their own）ことを提唱し，それが学習者

の主体性に繋がると指摘した（p. 27）。このように，

Coyle & Meyer（2021）は，言語を「獲得」する言

語知識やスキルだけで捉えるのではなく，学ぶ対象

において自身の思考という人間的な力を確認し，言

語により対象を自分自身の理解として再構築すると

いう現実の人間の言語を認めている。日本における

CLILの「言語」も，今後，学習者の「自分らしいこ

とば」を培う視点を取り入れるべきであろう。

一方，Coyleら（Coyle & Meyer, 2021）は，言語を

用いて，思考の力で知識を理解し構築する側面に注

目している。しかし，感性的な力による個性的・創造

的な人間言語は，まだ十分重要視されていない。マ

ルクスも言及したように，「人間は，たんに思考にお

いてばかりではなく，すべての感覚をもって，対象

世界において肯定される。」（マルクス，1968/2005，

p. 357）。人間的な力は，思考の側面だけでなく，感

性の力も人間が対象と関わる重要な存在様式であ

る。そのため，学習者の存在を支え，人間的な力を

養う教育としての CLILは，思考の力による知識の

構築だけでなく，感性的な力も十分重視し，学習者

の個性的・創造的な「自分らしいことば」を培う言

語活動を授業に組み込み，豊かな人間的な力を養う

べきであろう。

これまでの言語教育実践において，学習者の思考

と感性の両側面を含む人間的な力の発展の可能性は

すでに秘めている。例えば西俣ほか（2016）で紹介さ

れている，学習者がビデオやポットキャスト等の作

品を制作し，ソーシャルメディアで公開するという

プロジェクト型学習の活動がその一例である。そこ

において学習者は，作品を制作し，練り上げ，公開

する過程を通じて，思考のみならず，身体感覚（五
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感など）や精神感覚（美的感覚，愛情など）を含めた

人間の持つ豊かな感性的な力を作品に込める。そし

て，広がれる社会的関係における交往活動において

自己確認し，「自分らしいことば」を洗練していく。

今後の CLILは，これまでの実践を手がかりにしな

がら，思考と感性の両側面を含めた人間的な力を育

む視点から学習者の「自分らしいことば」を培い，

人間存在を支える新たな言語教育実践のモデルを探

ることができるであろう。

5．まとめと今後の課題

5．1．まとめ

本稿では，内容言語統合型学習 CLILの批判的再

考察により，人間存在を支える言語教育の在り方を

検討した。特に，従来の CLIL研究における内容と

言語の分離の傾向を指摘し，これを克服するために

マルクスの人間観と言語観を導入した。マルクスの

視点からは，学習者が欲求の対象と社会的関係を構

築する活動により，自身の人間的な力が発展し，人

間存在が豊かになることを確認した。このような学

習者の現実的な存在を支える言語教育を実現するた

めに，今後の CLILは，「内容」を学習者の欲求の対

象として理解し，その欲求の連続的な展開を通じて

学びを深め，人間的な力を発展させるべきである。

CLILの「言語」に関しても，学習者の「自分らしい

ことば」を培う視点を取り入れ，人間の言語がもつ

個性的かつ創造的な側面を認めるべきである。

以上を踏まえて，CLILにおける内容と言語の統合

は，学習者の人間的な力を発展させるものであり，

欲求－対象－社会的関係に生きる学習者の存在を教

育の前提に位置づけるべきである。この学習者の存

在を前提にした内容と言語の統合は，CLILだけでな

く，言語教育全般に対しても示唆を与えることが期

待される。

5．2．今後の課題

本稿は，CLILの理論を批判的に再考察すること

により，学習者の人間存在を支える教育の在り方

を示した。しかし，本稿での考察は，理論的な考

察に留まり，実践における具体的な方法論を言及

することができなかった。今後は，プロジェクト

型学習（Project-based Learning）や現象ベース学習

（Phenomenon-based Learning）等，これまでの教育

学的知見を切口に，欲求‐対象‐社会的関係で導

かれる言語教育実践のモデルを模索したい。

また，本稿は，学習者の存在を支える教育を主な

視点として議論した。しかし，教室という場は，学

習者の存在の場だけではなく，教師の存在の場でも

ある。今後は，教師の存在にも注目し，教室におけ

る教師と学習者の実際の交往の活動から得られる洞

察を基に，教師と学習者両方の存在を支える教育と

しての CLILの在り方を探りたい。
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Article

Reexamining CLIL through Marx’s perspectives  
on language and humanity:

Towards language education for “real individuals”  
embedded in needs-objects-social relationships

BAO, Rui*
Graduate School of Human and Environmental Studies, Kyoto University, Japan

Abstract

This article critically reexamines Content and Language Integrated Learning (CLIL) 

through Marx’s perspectives on humans and language. It proposes a framework for 

language education that acknowledges learners’ human existence and, in doing so, 

criticizes the separation of content and language, a long-standing issue in CLIL re-

search. This study reconceptualizes “content” as objects of learners’ “needs,” thereby 

rendering their language their authentic voice. The study presents a theoretical vision 

of CLIL as a generalizable educational paradigm rooted in human existence.

Keywords: language education for human existence, content and language integrated learning,  

learners’ authentic voices
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